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【昨日の市況概要】 公示仲値 144.46

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 144.48 0.9620 138.98 1.0767 0.6472
SYD-NY High 144.90 0.9670 139.51 1.0837 0.6512
SYD-NY Low 144.07 0.9570 138.63 1.0651 0.6414
NY 5:00 PM 144.84 0.9593 138.92 1.0736 0.6435

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 29,134.99 ▲ 125.82 日本2年債 ▲0.0500% 0.0100%

NASDAQ 10,829.50 26.58 日本10年債 0.2500% 0.0000%

S&P 3,647.29 ▲ 7.75 米国2年債 4.2850% ▲0.0589%

日経平均 26,571.87 140.32 米国5年債 4.1937% ▲0.0031%

TOPIX 1,873.01 8.73 米国10年債 3.9482% 0.0206%

ｼｶｺﾞ日経先物 26,195.00 ▲ 150.00 独10年債 2.2480% 0.1595%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,984.59 ▲ 36.36 英10年債 4.4965% 0.2635%

DAX 12,139.68 ▲ 88.24 豪10年債 4.0860% 0.1380%

ﾊﾝｾﾝ指数 17,860.31 5.17 USDJPY 1M Vol 12.47% ▲1.04% 　
上海総合 3,093.86 42.64 USDJPY 3M Vol 12.71% ▲0.53%

NY金 1,636.20 2.80 USDJPY 6M Vol 12.28% ▲0.30% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 78.50 1.79 USDJPY 1M 25RR ▲1.49% Yen Call Over

CRB指数 265.97 1.67 EURJPY 3M Vol 13.86% ▲0.67%

ドルインデックス 114.11 0.00 EURJPY 6M Vol 13.54% ▲0.43%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：綿引・逸見

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は144円後半でｽﾀｰﾄ。米金利上昇や対欧州通貨のﾄﾞﾙ買いが一巡したことからﾄﾞﾙ円は伸び悩み、144
円前半まで下押し。早朝に買い戻しが入り、144.45ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は米8月耐久財受注が予想を上回るも、ﾄﾞﾙ円
への影響は限定的だった。その後、英金利の大幅上昇につれて米長期金利もつれて上昇し、あわせてﾄﾞﾙも買われたこ
とから144.80付近まで上昇。午後も低調な米5年債入札結果を受けて金利上昇の展開が続き、米長期金利は4%に迫る
中、ﾄﾞﾙ円は144.90まで高値を更新するも、先週の円買い介入が意識されているためか、145円手前では伸び悩んだ。結
局、144.84ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは0.96ﾚﾍﾞﾙ前半でｽﾀｰﾄ。一時、0.9584まで下落する場面もあったが、
ﾎﾟﾝﾄﾞ売りが一巡する中、ﾕｰﾛﾄﾞﾙもﾚﾝｼﾞﾄﾚｰﾄﾞとなり、0.9639ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。午前は米金利上昇が重しとなり、0.9600ﾚﾍﾞ
ﾙを割り込み、0.9570まで売り込まれた。節目の0.9500ﾚﾍﾞﾙが次第に意識されるとｼｮｰﾄｶﾊﾞｰが入り、0.9600手前まで反
発。結局、0.9593ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は144.48ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。前日急落していたﾕｰﾛとﾎﾟﾝﾄﾞが持ち返す動きや、米金利の下落を受けて上値
の重い推移となり、144円半ば近辺で推移。午後もじり安での推移となり144.34ﾚﾍﾞﾙで海外に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は､144.34ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡あまり大きな動きはなかったが､露社の｢ｶﾞｽ設備の損傷が前例のない規模｣と
のﾍｯﾄﾞﾗｲﾝに欧州天然ｶﾞｽ市場が反応する中で対ﾕｰﾛを中心にﾄﾞﾙ買い｡ﾄﾞﾙ円も144.48まで上昇し144.45ﾚﾍﾞﾙでNYに渡っ
た｡なおﾊﾝｶﾞﾘｰ中銀が予想を上回る1.25%利上げをしたことでﾊﾝｶﾞﾘｰﾌｫﾘﾝﾄが強含んだ｡
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

9月27日 21:30 米 耐久財受注(前月比)・速報 8月 -0.2% -0.3%
21:30 米 耐久財受注(除輸送用機器)・速報 8月 0.2% 0.2%
23:00 米 ｺﾝﾌｧﾚﾝｽﾎﾞｰﾄﾞ消費者信頼感 9月 108.0 104.6
23:00 米 新築住宅販売件数 8月 685k 500k

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

9月28日 20:00 米 MBA住宅ローン申請指数 - 3.8%
23:00 米 中古住宅販売仮契約（前月比） -1.5% -1.0%

昨日のドル円はじりじりと上昇。アジア時間については、144円半ば近辺で取引開始後、同水準を挟んで揉み合う展開に終
始。海外時間に入り、NY時間に発表された米国経済指標が市場予想対比良好な結果となったことや、米国10年債利回りが
2010年4月以来の高水準まで上昇する局面に、徐々にドル高圧力が再燃、結局144.84レベルにてクローズした。
本日のドル円は145円台を睨んだ攻防線となるか。昨日の海外時間のドル高上昇圧力も、先週実施された日銀による為替
介入水準である145円台を超える圧力には至っていない状況。一方で、145円台を顕著に上回るようなドル買いの流れとなる
際には、日銀からの再びの介入観測も想定されることから、145円ラインでの神経質な展開を予想する。


